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地域高齢者のためのQOL質問表の開発と評価
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目的　地域高齢者のための総合的，基本的かつ簡便なQOLの質問表を，多施設共同研究のデー

タをもとに試作し，その妥当性について種々の視点から検討した。

方法　対象は東京都5区市町と愛知県O市の65歳以上の高齢者合計2,944人である。QOL質問

表は，Lawtonの構成要素と古谷野のQOLの概念に従って作成し，6つの「下位尺度」19

項目を設定した。6つの「下位尺度」は，「生活活動力」，「健康満足感」，「人的サポート満

足感」，「経済的ゆとり満足感」，「精神的健康」，「精神的活力」とした。

結果　東京都と愛知県O市について因子分析の結果を比較すると，いずれの地域でも6因子が

最適であり，同様の因子構造が認められ，それぞれの因子は設定された「下位尺度」と一致

すると解釈された。累積因子寄与率は70.8％，78.4％であった。また，6つの「下位尺度」

の信頼性係数（α）は0.533～0.781であった。

　各「下位尺度」の得点と年齢との関係を男女別に検討した。「生活活動力」と「精神的活

力」は男女とも75-84歳では65-74歳より有意に低かったが，他の「下位尺度」では有意差は

みられなかった。

　QOLを規定すると考えられる代表的な要因とQOL質問表の6つの「下位尺度」得点と

の関係を比較した。現在の通院治療の有無は「生活活動力」および「健康満足感」と，配偶

者の有無は「人的サポート満足感」，「精神的健康」および「精神的活力」と，自分の部屋の

有無は「経済的ゆとり満足感」と，宗教を信仰は「精神的活力」とそれぞれ有意な関連が認

められた。

結論　今回得られたQOL質問表の6「下位尺度」19項目は地域高齢者のQOL評価に必要な基

本的要素を備えていると考えられた。今後，質問項目の修正を含め，予測妥当性や数地域で

の交差妥当性をさらに検討していく必要がある。
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